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臨床宗教教育ネットワークについて
　2014年7月21日、 上智大学グリーフケア研究所、龍谷大学実践真宗学研究科、そして東北大学実践宗教学寄
附講座との間で、「臨床宗教教育ネットワーク」の発足が合意された。宗教性あるいはスピリチュアリティを基
礎としてケアに従事する人材の養成プログラムを持ち、大学内に設置された三つの機関が、それぞれのプログラ
ムの特徴を活かしながら協力関係を築き、情報交換を続けていくための足がかりとなるものである。
　この他、鶴見大学先制医療研究センター、高野山大学、種智院大学などが新たに臨床宗教師養成に動き出して
いる。また、臨床仏教研究所による臨床仏教師養成プログラムも第２期を迎える。こうした動きは宗教者養成プ
ログラムの乱立現象とも見えるが、むしろ超高齢多死社会の到来という共通する課題に向き合い、宗教（者）と

いう社会資源を有効に活用すべきではないかという共通認識に
立ったひとつの流れであると考えたい。
　 すでに3月に、現場に立つ臨床宗教師同士のネットワークと
して「臨床宗教師会」が発足しており、9月には「一般社団法人
臨床宗教師・ビハーラ協会」が設立された。こうして、研究・
教育と医療・福祉の現場が相互に交流し、臨床宗教師の社会実
装を実現するための体制がまた一歩、整いつつある。広く社会
の中に理解を求めながら、新たな課題を見据えていきたい。
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はじめに
　 私は真宗大谷派の寺院に生まれた僧侶であり開業医
です。医院は無床診療所で、午前・午後の外来診療と
訪問診療を行い、訪問看護ステーションと居宅支援事
業所を併設しています。私の仕事には医師会での活動
もあり、理事として行政を含めた多職種の方々ととも
に介護保険や在宅医療などを通して地域医療のサポー
トをしております。同時に、僧侶としての仕事も僅か
ではありますが、代務の住職さんにお手伝いいただき
行っております。
　現在、私の医院において平成25年の秋（第４期）か
ら、臨床宗教師の実習生の方を受け入れ一緒に学ばせ
てもらっています。

故岡部健先生の想い出
　在宅医療は父のあとを継いで20年近く行っていまし
たが、５年程前から在宅緩和ケアを真剣に取り組むよ
うになったとき、医師でもあり僧侶の自分は死生学を
学ぶ場を求めていました。そんな時に、東京大学で開
かれていたグローバルCOE・医療・介護従事者のため
の死生学講座に参加するようになり、2012年1月28日
に開かれた冬期セミナーで岡部健先生の「死生観と被
災者ケア̶被災地における在宅ケアに取り組んで」と
いうテーマで講義を受けました。
　 それ以前から岡部先生は在宅医療をしている医師な
ら誰でも知っている有名な先生でしたが、死生学とい
うテーマでお話を聴いたのは初めてでした。先生の講
義が終わった後のコーヒーブレイクの時間に、私は
「医師であり僧侶でもある自分が今の医療に漠然とし
た疑問を持ちながら仕事をしていること。岡部先生が
話されたお迎え現象と看取りの話が自分の疑問に対す

る答えを出すための方向性を与えていただいた」とい
うことを岡部先生に話すと、先生から「今の医療に宗
教は必要なんだよ」「今、東北大学で被災地や緩和ケ
アの場で活躍できる宗教者を臨床宗教師という名前で
養成しようと立ち上げているところなんだ」とお話を
していただきました。初対面でしたが、私が医師であ
り僧侶でもあるということから、興味を持たれてお話
いただいたと想像します。
　 その時の私には、臨床宗教師の具体的な像は解りま
せんでした。

実習生の受け入れを決断した理由
　 私が臨床宗教師の実習をお引き受けすることを決断
した理由を、ちょっと説明させてもらいます。一つは
冒頭にも書きましたが、医師と僧侶という2足の草鞋
を履いているということです。
　 2013年7月、ご縁があって龍谷大学大学院の実践真
宗学の学生さんから当院の在宅医療の現場で研修した
いという申し出があり、3人の院生と一緒に在宅医療に
おける宗教者の意義を学ぶ機会をいただきました。そ
れまでもビハーラ活動には医師としても宗教者として
も関心がありましたので、とても有意義な経験となり
ました。その後、2013年7月長崎で開催された日本ホ
スピス・在宅ケア研究会で谷山洋三准教授から臨床宗
教師のお話があり、私の尊敬する故岡部健先生が立ち
上げられた東北大学のプロジェクトでもあったので、
実習生の受け入れをお受けすることにいたしました。
岡部先生とお会いして1年半が経ってのご縁でした。
　 もう一つの理由は、これからの日本の医療、地域再
生には宗教者の参加が必須だと考えるからです。

これからの日本の医療における
臨床宗教師の役割（意義）

医療法人徳養会沼口医院
院長 沼口　諭
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地域包括ケアシステムと宗教者
　私個人の話が長くなりましたが、なぜこれからの日
本社会に臨床宗教師が必要なのか？私見を述べたいと
思います。
　 皆さんご存知のように、日本は2007年に「超高齢
社会」（65歳以上の人口が21％を超えた社会）に突
入しました（因に、2013年9月現在25％を超えまし
た）。今後は「多死社会」が訪れることになるため、
厚生労働省を中心とした国は施策として、地域包括ケ
アシステムの構築を打ち出しました。その狙いの一つ
は、８割弱の方が病院で看取られている現状を今後も
続けていくことが困難なため、在宅や施設での看取り
を増やすことにあります。それに伴い、地域医療のシ
ステムも今までの病院完結のシステムから在宅医療を
中心とした地域全体を病院と考えるような地域包括ケ
アシステムに変ろうとしています。
　私はそのような日本の医療システムの変革の時期に
おける臨床宗教師の存在意義は、多職種連携にあると
考えています。地域包括ケアシステムの重要なコンセ
プトとして、①住み慣れた場所で自分らしく過ごす
「生活の質」の重視、②多職種恊働による在宅医療の
支援体制の構築があります。
　もともと寺院や神社などの宗教施設は、地域のコミ
ュニティーの社会・文化面で中心的な役割を果たして
いました。現在は過疎化や人間関係の希薄化からその
ようなコミュニティーが崩れつつありますが、地域再
生という観点から今までのあるいは新たなコミュニテ
ィーの再構築が必要です。そして、これからの超高齢
社会においては医療や介護のないところに人は住めま
せんから地域再生の中心には在宅医療チームが必要と
考えますが、そのメンバーとして医療や介護従事者の
みならず宗教者も加わることが必要だと思います。つ
まり、この在宅医療チームは医師、訪問看護師、ケア
マネ、薬剤師、歯科医師、ヘルパー、地域包括支援セ
ンターの職員、民生委員などの多職種で構成されてい
るのですが、その中に僧侶や神官などの宗教者も入ら
ないといけないと思うのです。
　今までも、例えばお寺のご住職で民生委員などとし
て地域に関わっておられる宗教者と在宅医療チームが
情報共有することはありましたが、これからは、特に
在宅医療でも緩和ケアが必要なケースこそ、よりスピ

リチュアルケアの素養のある宗教者に加わってもらう
ことが重要だと感じています。

医療現場に求められる公共性
　では、在宅において終末期にある人にケアを提供す
る場合を考えたとき、その現場に関わる宗教者に求め
られるものは何か？宗教者にとってその患者さんが以
前から檀家さんなど関わりのある方であれば、病院に
行くよりは在宅へ行く方が関わり易いと思います。し
かし、臨床宗教師として病院であれ在宅であれ医療の
現場に出向く時には、公共性が求められます。特に日
本における病院は、無宗教と自称される方を含めてい
ろいろな宗教観を持った方が同じ場で治療を受けてお
られるため、より強い公共性が求められます。
　また、医師や看護師などは科学的根拠を基に結論を
積み上げて行くEBM(Evidenced Based Medicine)重
視の学問大系の中で教育され、なおかつ今の日本人の
特徴でもある宗教に関心の低い人が多く、場合によっ
ては宗教アレルギーのような方もおられるので、ホス
ピスにおけるチャプレンの様な方を除き今まで宗教者
は遠ざけられてきました。
　もっとも最近では、高齢者を中心とした終末期医療
に関わる医療者を中心に宗教の重要性が少しずつ認め
られつつあることも事実ですが、現段階では例えば袈
裟・衣という僧侶の装束で一般の病院に行こうとする
と、疎まれるのも現実です。
　そのような現状を考えたとき、臨床宗教師の資格を
持つということは、布教を目的とせず、スピリチュア
ルケアの能力を持つ宗教者であるというということの
証明になり、医療者からも受け入れられ易くなると思
います。そういう意味でも、今後の臨床宗教師の活躍
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がこれからの医療現場で注目されていますし、期待も
されていると思います。

臨床宗教師、宗教に対する期待
　今の日本社会においては、我々の生と死というもの
が、いろんな意味で医療に絡め取られて、その枠内で
コントロールされているという現状があります。しか
し、生と死を「いのち」という視点で考える時、医療
においては死を点で捉えそれのみを見る傾向がありま
すが、連続性のなかで考えなければならないと思いま
す。そのような環境だからこそ今の医療の現場にはス
ピリチュアルペインが多く生まれているのでしょう。
　死に到る前（エンドオブライフ）のプロセスにどの
ぐらい宗教者が関わり、そのスピリチュアルペインに
寄り添えるのか？それは何も看取りとかそういうこと
だけではなく、人々の日常生活の中の色々な問題に、
宗教者なりにできるところで関わっていくという姿勢
が重要なのではないでしょうか。
　今は死ぬまでは全部医療の領域で、宗教は死んでか
らが出番というような形態が社会通念になっていま
す。そして、生も死も含めて人間が実際に生きる現実
に細やかに寄り添っていくという姿勢自体が、医療の
側にも欠けていますし、宗教の側もないがしろにして
きたのではないかと思います。しかし、臨床宗教師が
生も死も含めた人間が実際に生きる現場で活躍するこ
とによって、地域社会が蘇って日本が再生し、生きる
意味を見失った日本人が人間性を回復するものと信じ
ています。さらに、社会通念をも変えていくような社
会変革の旗手としての役割も期待しています。

今後の当院の役割
　私の役目は臨床宗教師の方々と医療・介護の現場を
繋ぐお手伝いをすることです。そのような考えから、
平成26年4月より当院では臨床宗教師を専門の職員と
して採用しました。これからの臨床宗教師の将来を考
えると、ボランティアではなく社会における一職業人
として認められなければいけません。今後はそのよう
な活動も行っていくつもりです。医療・宗教の目的で
ある人々の幸せのために臨床宗教師の方々と一緒に学
び、仕事ができれば幸いと思っております。

１．はじめに
　 今年９月25日に「一般社団法人臨床宗教師・ビハ
ーラ協会」を設立登記いたしました。宗教的ケア・ス
ピリチュアルケア（以下、宗教的ケア等という）の提
供を必要としている医療機関・福祉施設（以下、医療
機関等という）からの要請に応えていきたいと考えて
おります。この場をお借りしまして、関係各位にご報
告申し上げたいと思います。

２．設立趣旨
　「患者の権利に関する世界医師会リスボン宣言」と
いうものがあります。1981年に世界医師会総会にて
採択され、その後何度かの修正を経て今日にいたりま
す。当然、日本医師会においても重要な概念との認識
があるでしょう。そこで宣言されている１１項目の患
者の権利には、「尊厳に対する権利」「宗教的支援に
対する権利」というものがあります。それはまさに、
患者には宗教的ケア等を受ける権利がある（もちろん
拒否する権利もある）という、医師の立場からの宣言
であります。欧米ではこの患者の権利を擁護するため
に、チャプレン（chaplain、病院付牧師）という専
門職は欠かせないものでしょう。しかし、我が国の現
状では、そういった宗教者を職員として配置している
医療機関等は稀であります。医師や看護師の中にはそ
の必要性を感じている人も多いでしょうが、医療機関
等の制度上なかなか実現が難しいのが現状ではないで
しょうか。あるいは、欧米のチャプレンのような人材
がほとんど存在しないという方が最大の問題点かもし
れません。そういう現状をふまえ、東北大学では、日
本版チャプレンともいうべき「臨床宗教師」を養成す
る講座を開きました。人材養成の動きは他大学へも広
がりをみせており、専門職が育つ環境は整いつつあり

「一般社団法人臨床宗教師・
　ビハーラ協会」の設立について

NPO法人ビハーラ２１
理事 三浦紀夫
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ます。そこで、実際の現場での活動をサポートするた
めの組織として、当協会の設立へと至りました。

３．概要
◆所在地
本　部　岐阜県大垣市笠木町650番地　沼口医院内　
事務局　大阪市平野区瓜破西２丁目15番32号　ビハー
ラ２１内
◆設立時役員
代表理事　沼口　諭（沼口医院院長）
理事　　　西岡易子（NPO法人ビハーラ２１理事長）
理事　　　三浦紀夫（NPO法人ビハーラ２１理事）
監事　　　杉野　恵（NPO法人ビハーラ２１理事）
◆目的
「患者の権利に関する世界医師会リスボン宣言」にて
表明されている「尊厳に対する権利」「宗教的支援に
対する権利」を積極的に擁護しようとする医療機関及
び福祉施設に対し、臨床宗教師、ビハーラ僧、チャプ
レン等の専門職を派遣することを通じ、思想及び良心
の自由、信教の自由又は表現の自由の尊重又は擁護に
寄与することを目的とする。
◆事業内容
１）調査研究事業　―リサーチ(research) ―
・医療機関、福祉施設での「尊厳に対する権利」「宗
教的支援に対する権利」に着眼した調査研究を行う。
・その報告をもって、厚労省、医師会などへの働きか
けを行う。
２）教育研修事業　―トレーニング(training) ―
・東北大学臨床宗教師研修及び同等以上の研修・講座
の修了生を対象に、実践的トレーニング場所の提供及
び指導を行う。
・同等研修を受講できない宗教者等を対象にしたテキ
ストの編纂・販売を行う。
・実習場所の維持管理を行う。
３）ケア提供事業　―マッチング（matching）―
・スピリチュアルケア、宗教的ケアの提供を必要とし
ている医療機関、福祉施設等に対し、臨床宗教師等の
派遣を行う。

４．概要の解説
　 この法人は、しっかりとしたスキーム（枠組みをも
った計画）を立てて会員を募るものではありません。
「まず設立ありき」で、ビハーラ２１のメンバーが行
動したものです。だから、賛同者が少なければ、ビハ
ーラ２１（岐阜県の沼口医院含む）からスピリチュア
ルケア部門が独立しただけの法人になってしまいま

す。逆に賛同者が多くなれば、ビハーラ２１の積み重
ねてきた実績をシェアして、全国各地でそれぞれの特
色を活かした臨床宗教師の活動へ発展する可能性もあ
ります。そんな柔軟な可能性をもって設立した法人で
あります。この原稿がニュースレター第６号に掲載さ
れる頃には、既に何らかの変化が起こっているものと
期待しています。

５．本部と事務局について
　 この法人の本部は、岐阜県大垣市の沼口医院内に置
いています。平成26年9月の時点ではまだ設計段階で
すが、この法人の本部機能（事務所、研修室、カフ
ェ・デ・モンクなど）を兼ねそなえた「メディカルシ
ェアハウス」の建設が予定されています。また、事務
局は大阪市のビハーラ２１内に置いております。こち
らは既に稼働している「ビハーラ住宅」（平成25年７
月、12月にそれぞれ竣工した2棟）をはじめ、一般の
賃貸マンションの一部を借り受けたもの４棟がありま
す。これらを臨床宗教師の「実践トレーニングの場」
として提供することができます。そして、近隣の老人
ホームと提携した臨床宗教師のモデル実績もありま
す。これらの施設と実績を会員（個人）がシェアでき
るような調整を本部と事務局で行います。

６．ホームページ
　 この法人の情報発信と会員募集は、ホームページで
行なっています。また、お問い合わせ用のメールアド
レスも記しておきます。多くの皆さまがご賛同くださ
ることを願っております。

合掌              
＜一般社団法人臨床宗教師・ビハーラ協会＞
ホームページ：http://www.cva.jp
E-mail：office@cva.jp
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学会・研究会参加報告

ICGB 2014

2014年6月11日～14日にかけて香港大学で開催された死
別とグリーフケアに関する国際学会、ICGB2014(The 10th 
International Conference on Grief and Bereavement in 
Contemporary Society)に、谷山准教授、高橋准教授、森田
敬史さんの三名で参加し、下記のポスター発表を行ないま
した。

・森田敬史＋谷山洋三「グリーフケアのツールとしての布
地蔵」(“Nuno-jizo” as a Tool for Grief Care : Case Studies 
of the Survivors of the Great East Japan Earthquake.)
・谷山洋三＋高橋原＋鈴木岩弓「東日本大震災後に始まっ
た新しい臨床宗教師養成プログラム」(New Education 
Program for Rinsho-shukyo-shi (Japanese-style Interfaith 
Chaplain) Started After the Great East Japan Earthquake.)
・高橋原「心霊現象に対する仏教僧侶の対応」 (How 
Buddhist Monks Deal with So-called Occult Phenomena in 
Disaster Areas after 3.11: From the View Point of Grief Care.) 

　香港での開催ということで、中国と欧米からの参加者が
多いという印象でしたが、多くのセッションの中で、緩和
ケア、PTSD、自死、死生学等々といった今日の日本でも
論じられることの多くなったテーマが扱われていました。
　 注目を集めていたトピックとして、「死を語るカフェ
(Death Cafe)」の運動というのがあります。これは2010年
にロンドンから始まったもので、タブー視せずに死と向か
い合うことで生き方を見つめ直すということがその主旨と
なっています。自発的に街のカフェに集まった人々が、特
定の結論や価値観を押し付けないというルールで、コーヒ
ーとケーキを楽しみながら自由に死を語り合います。
　どこかカフェ・デ・モンクを思わせる企画ですが、言う
までもなく大きな違いがあり、そこに僧侶の姿はありませ
ん。オープンに死について語り合った人々がまた別れ別れ
になっていきますが、そこで得たものをどのように深めて
いくのかは一人一人に任されているようです。この問題に
ついて大昔から知恵を蓄積してきた宗教に目を向けてみ

る、という方向には向かわないようです。これはこの学会
全体の雰囲気でもあり、ケアに関わる専門職が多数参加し
ていましたが、宗教者の影は薄く、宗教（者）との連携と
いう発想はほとんど見られないという印象でした。

　学会の見学ツアーでは、キリスト教系の老人介護施設を
訪問する機会に恵まれましたが、ここでは組織図の中に
「院牧部」というのが設けられ、専従の牧師やチャプレン
研修生が働いていました。一人一人の体格や症状に応じて
カスタマイズされた車椅子など行き届いた対応について説
明を受けましたが、一方で、手持無沙汰な様子で虚空を見
つめている入居者の姿を見るにつけ、こういう方々の思い
出話などに耳を傾けに訪ねてくる人がいればさぞかし喜ば
れるだろういう印象も強く持ち、改めて傾聴ボランティア
の意義について考えさせられました。もちろん、これはわ
ざわざ外国に行かなくても存在する現実です。

第22回日本ホスピス・在宅ケア研究会全国大会

　 2014年7月12日～13日、神戸ポートピアホテルで行な
われた第22回日本ホスピス・在宅ケア研究会全国大会に
おいて、鈴木岩弓教授による講演、谷山洋三准教授と臨床
宗教師研修修了者によるシンポジウムが行なわれました。 

鈴木岩弓「臨床宗教師の社会実装̶̶震災被災地から超高
齢多死社会へ」（7月12日）

シンポジウム「臨床宗教師の可能性」（7月13日）
谷山洋三「臨床宗教師は何を目指すのか」
高橋悦堂「東日本大震災被災地での臨床宗教活動」
金田伊代「京都に転居した震災被災者に対する臨床宗教師
の働き」
佐々木慈瞳「緩和ケア病棟における臨床宗教師の役割」
高橋悦堂「在宅ケアにおける臨床宗教師の活動」
遠山玄秀「医療との連携を目指す臨床宗教師の活動」
山口龍彦〔総合司会〕（高知厚生病院　緩和ケア科）

右：イギリスからの参加者の質問を受ける谷山准教授

Death Cafeのホームページより（http://deathcafe.com/）
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　谷山准教授が、東北大学実践宗教学寄附講座による臨床宗
教師の理念と研修の実績について報告したのに続いて、臨床
宗教師研修の修了者の方々がそれぞれの活動について報告し
ました。

　 高橋悦堂さん（第１期修了生）は東日本大震災被災地での
「移動傾聴喫茶カフェ・デ・モンク」の活動と宗教者への期
待の存在について紹介した上で、東京や大阪など大都市圏で
も宗教者が同じ役割を果たし得るのかと問いかけました。ま
た、岡部医院の在宅緩和ケアへのボランティアとしての関わ
りから臨床宗教師の可能性と課題について考察しました。
　 金田伊代さん（第4期修了生）は東日本大震災の影響による
避難者が京都府にも約930名存在し、不安を抱えながらの生
活を強いられている状況を報告し、神社のお祭りなどを通し
て日常と離れた空間で心の休まる時間を持っていただくとい
う形での支援の可能性を論じました。
　 佐々木慈瞳さん（第2期修了生）は、宗教を背景に持たない
病院で求められているのは思いを吐露できる「赤の他人」で
あり、必ずしも「宗教者」ではないというという認識を踏ま
えて、スタッフとの信頼を築きながらケアの対象となる相手
を「待つ」という心がけについて述べました。
　 遠山玄秀さん（第3期修了生）は、僧侶として葬式や法事を
通じて、グリーフケアを行ってきた経験から限界を感じ、い
のちを支える多職種によるチームを作ることを考えるに至っ
た経緯と現在の勉強会や医療との連携の取り組みについて説
明しました。
　この研究会は研究者だけでなく、ケアの現場に立つ人々が
多数参加することが特徴であり、多くの方々に臨床宗教師の
試みについて知っていただくことができました。

日本スピリチュアルケア学会第7回学術大会

プレパネル「臨床宗教教育の可能性」
　 2014年9月6日、上智大学において開催された日本スピリ
チュアルケア学会2014年度第7回学術大会において、プレパ
ネル「臨床宗教教育の可能性」が行なわれました。
　この企画は、日本スピリチュアルケア学会が認定する「ス
ピリチュアルケア師」を養成する教育プログラムを持つ三つ
の大学の教育担当者が、それぞれのプログラムの特色を踏ま
えて、今後の日本におけるスピリチュアルケア専門職養成の
あり方について議論しあうというものでした。

登壇者
 井上ウィマラ（高野山大学別科スピリチュアルケアコース）
 谷山洋三（東北大学実践宗教学寄附講座）
 伊藤高章（上智大学グリーフケア研究所）

　高野山大学のプログラムは仏教精神あるいはマインドフル
ネスに基づくもので、平日毎日（または土曜日）、授業が行
われる二年間のコースです。入学資格は高卒以上となってい
ます。
　上智大学のプログラムは、大卒以上の社会人向けのコース
で、毎週水曜日と隔週土曜日に授業が行われる二年間のコー
スです。大学はカトリックですが、特に宗教色のないものと
なっています。
　これに対して、東北大学の臨床宗教師研修の特徴は、宗教
性を重視するが超宗教超宗派の立場に立ち、宗教者を対象と
して短期間に実施するという点にあります。
　こうした多様な教育訓練を受けた人々が、日本スピリチュ
アルケア学会によって「スピリチュアルケア師」として認定
を受けるわけです。現在は暫定資格ですが、資格審査制度が
発足するという2019年度までに、ある程度の調整や統一が
必要となってくると考えられます。
　 そもそも「スピリチュアリティ」とはどう定義されるの
か、「スピリチュアルケア師」とは何を修得した人材なの
か、「臨床宗教師」との関係はどのように考えればよいのか
など、さまざまな視点から、「臨床宗教教育」の可能性につ
いて議論が交わされました。

臨床宗教師研修が認定プログラムとして承認
　この学術大会において、東北大学実践宗教学寄附講座の臨
床宗教師研修が、日本スピリチュアルケア学会の認定プログ
ラムとして承認を受け、日野原重明同学会理事長より、講座
主任鈴木岩弓教授に認定証が授与されました。

　また同時に、当講座主催の臨床宗教師研修において指導に
当たっておられる伊藤文雄先生、金田諦応先生、高橋悦堂先
生に、日本スピリチュアルケア学会スピリチュアルケア師の
指導資格が認定されました。
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第５回臨床宗教師研修報告

　 第5回臨床宗教師研修は前回と同様、二泊三日1回、一泊
二日2回の合宿（全体会）と、その合間の各地での分散実習
という形式で行なわれた。修了者は19名で、これによって
2012年から現在までの修了者数は累計で76名となった。
　 医療・福祉施設での傾聴実習の受け入れ先として新しく
加わったのは次の各施設である｡
(1)ささえ愛よろずケアタウン：医療法人社団ささえ愛よろ
ずが運営する内科・心療内科・精神科クリニックを中心
に、高齢者住宅、デイサービス、訪問介護、在宅終末期ケ
アを行う。新潟市秋葉区。
(2)松阪市民病院緩和ケア病棟：松阪市が運営する市民病院
内にある院内独立型の緩和ケア病棟。三重県松阪市。
　 これら以外の実習先は前回と同じく、岡部医院、Café de 
Monk（カフェ・デ・モンク）、仙台食品放射能計測所、電
話相談、沼口医院、光ヶ丘スペルマン病院ホスピス、佼成
病院ビハーラ病棟、ビハーラ２１関連施設群、長岡西病院
ビハーラ病棟であった。
　 今回の研修において特筆すべきことは、本年四月から東
北大学に続いて臨床宗教師研修を開始した龍谷大学実践真
宗学研究科との合同開催の形でスタートしたことである。
五月の全体会のみであったが、同研究科の大学院生11名
（いずれも浄土真宗本願寺派）を受け入れての研修となっ
た。受講者及びスタッフ等を含めて40名を超える大所帯と
なり、会場をお借りした曹洞宗法山寺様には多大なご負担
をおかけした。ここに改めて感謝を申し上げる。
　5月20日の研修初日、法山寺の北村暁秀師の先達で、津波
で多数の方々が亡くなった同市内湊地区を回る追悼巡礼を行
なった。今回は恵愛病院跡地前、湊二小体育館跡地前を経
て、旧北上川沿いの石ノ森
萬画館のある中瀬を対岸に
臨む地点まで歩かせていた
だいた。途中、飲食店の従
業員の方々が出て来られて
巡礼の一行を合掌にて見送
ってくださったのが印象的

であった。

　 研修二日目は石巻市内の仮設住宅で開催されたカフェ・
デ・モンクでの傾聴実習が行なわれた。上述の通り大人数
であったため二箇所に分散して行なわれたが、ともに多く
の来場者を得て賑わった。
　 研修三日目にはロールプレイのグループワークが中心に
行なわれ、ここで龍谷大の皆さんとの合同開催によるプロ
グラムは終了となった。

　 第二回の全体会は、各地に分散しての実習を経て、六月
に仙台市の浄土宗蓮光寺で行なわれた。今回はみやぎここ
ろのケアセンターの片柳光昭先生（精神保健福祉士）を講
師にお招きした。被災者支援の現場におけるアルコール依
存や自死の問題、疲弊する保健師の業務の実情など、興味
深い内容をうかがうことができた。二日目には追悼巡礼と
して、名取市のあんどん松付近（表紙写真）、東禅寺、日
和山を回った。

研修データ
期間：2014/5/20-22, 6/24-25, 7/29-30 
場所：石巻市曹洞宗法山寺、仙台市浄土宗蓮光寺、
東北大学、他
修了者：19名(うち女性4名)
宗派内訳： 真宗大谷派(4)、浄土真宗本願寺派(3)、 
曹洞宗(3)、日蓮宗、高野山真言宗、真言宗智山
派、法華宗陣門流、正法事門法華宗、日本ナザレン
教団、日本バプテスト連盟、天理教、立正佼成会
地域：北海道、宮城、富山、石川、新潟、埼玉、東
京、岐阜、滋賀、大阪、福岡、佐賀、熊本
年齢：24才～71才（平均45才）

東北大と龍谷大の研修参加者一同（法山寺本堂前にて）

片柳光昭先生 グループワーク（会話記録）
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「会話記録」について
　 6月の全体会から、「会話記録」のグループワークが始
まった。しばしば誤解があるので説明を付け加えると、こ
れは各地での実習期間中にケア対象者との間に交わした会
話に基づくロールプレイである。印象に残ったやりとりを 
各自の記憶によってA4二枚程度の台本形式にまとめたも
のを用いる。グループの中で、臨床宗教師、ケア対象者、
ト書きを読む人の役を割り振り、会話の再現を行なう。言
葉の選び方などのテクニカルな問題に関する事例検討が行
なわれるのではなく、それぞれのケースに即して、それぞ
れの立場の人がどのような気持ちになったかという感情に
フォーカスが当てられる。各施設での実習を、単なる見学
や現場体験に終わらせることなく、しっかりと会話記録を
作成し、グループに
よるセッションを行
なってスーパーバイ
ズを受けるというサ
イクルは、臨床宗教
師研修全体の中でも
が極めて重要なもの
として位置づけられている。
　 7月、再び各地での実習を経て、すっかり暑くなった仙
台に再び集まり、仙台北教会、浄土宗蓮光寺を会場に 最後
の全体会が始まった。教会では賛美歌「歩ませてくださ
い」が歌われた。メロディが馴染
みにくく感じられたが、後になっ
て耳を離れなくなるのは不思議な
ものである。食品放射能測定所い
のりも見学し、夜に行なわれた渡
邊祥文氏（福島市曹洞宗長秀院）
の講義と合わせて、原発事故によ
る被災者のケアの必要性について
も学ぶところが多かった。

　 7月30日、研修最終日は東北大学片平キャンパスに会場
を移し、講義、グループワークに続いて、修了式が行なわ
れた。鈴木岩弓教授（実践宗教学寄附講座主任）より、今
後の日本社会において臨床宗教師にはますます大きな役割
を果たしていってほしいという期待と激励の言葉ととも
に、一人一人に修了証書が手渡された。下に示す表は、修
了証書の裏面に記された履修内容である。
（なお、臨床宗教師研修風景の写真は当講座のホームペー
ジで多数公開しておりますのでご覧下さい。）

2014年7月30日、研修修了式を終えて
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表：第5回臨床宗教師研修講義科目一覧

グループワーク（会話記録）
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研修受講者の声
（第５回臨床宗教師研修）

第5回臨床宗教師研修の最終日「研
修振り返り」において「この研修で
得たこと」を、研修受講生の方々に
お話しいただきました。

田中靖隆（法華宗陣門流）

　 三か月前初めて東北を訪れまして、
研修に臨み、今日の日を迎えられたこ
とは、なかなか自分に自信もなく、到
底想像もできなかったんですけれど
も、本当にここにおられる皆様方のお
かげで今日を迎えられました。本当に
ありがとうございました。先生が最初
に言ったように、この研修の成果すべ
てが新しい私の気づきと成果につなが
るだろうと思っておりますが、これか
ら再スタートして新たな自分を見つめ
直しながら頑張っていかなければなら
ないんだと思います。皆さんが口をそ
ろえて言うように宗教、宗派を超えた
連携の気づき、仲間意識、これは三か
月前にはとても無かった新しい自分の
感覚でございます。それと宗教的ケア
とスピリチュアルケアの違いをわきま
えて、これからすべての人にどういう
ふうにして接していけばいいのか考え
ながら頑張っていきたいと思います。
これから自分の中での一つの課題とし
て、傾聴させていただいたことをなる
べく会話記録等に収めさせていただき
まして、それを踏まえてさらに新しく
どんどん気づき、反省しながら進んで
いければありがたいことだと思いま
す。

樋口泰巧（正法事門法華宗）

　 皆様お世話になりました。私は今年
で出家23年になりますが、今まで癖づ
いた垢をこの研修できれいに洗い流し
ていただき、宗教者としての原点に還
らせていただいた気持ちでいます。反
省すべき点は多々ありましたけれど
も、これも忘れずに持ち帰って日々の
法務に生かしていこうと考えておりま
す。
この研修で得た事は沢山の宗教・宗派
の方々と胸襟を開いて本音でお話をす
る事です。その会話の中で「みんなは
法務の中でこういう事で悩んでおられ
るのか」とか「こんな経験は自分にも
あるな」と色んな意味で学びがあった
り、悟りがあったり、反省があったり
と非常に貴重な体験をさせていただき
ました。
それからこれだけまじめで志を持った
宗教者の方々が全国におられるという
ことを知ることができた喜びを感じて
います。志を持ってそれぞれのフィー
ルドで活動を行っていくことができれ
ば、少しずつでも未来が明るい世の中
になっていくんじゃないかなという可
能性を感じました。ありがとうござい
ました。

阿部頌栄（日本ナザレン教団）

　 お世話になりました。個人的に一番

勉強になったことは、スピリチュアリ
ティ、霊性といったことをどうとらえ
るかということです。それは多分大き
く言えば世界観ですよね、その人が世
界をどうとらえているのかということ
を単なるインフォメーションとしてと
らえるのではなく、その奥にある感情
の世界、それが表象としてスピリチュ
アリティになる、それをすごく考えさ
せられました。その中で今まで持って
いたとらえかたがガラッと変わるよう
な感じを受けました。それはとても大
事なことだと思います。それともう一
つ大事なことは、宗教者が他業種の方
と関わるというような中で、やっぱり
知らなくてはいけないこと、常識とか
たくさんあるわけで、その全体像の中
で学んだ知識がどこに位置するものな
のか、全体を見せていただいたような
気がします。もう一つは、みなさん本
当にそうだと思うんですけれども、と
くに印象に残ったのは田中至道さんと
野々目さんのお話で、お二人ともそれ
ぞれの現場ですごく地道に、誠実に実
直に関わって信頼をもとに地道に活動
されているんですよね。そういうふう
に小さな、地道な何かというものを積
み重ねていくのが必要なことだなと本
当に思って、勉強させていただいた感
じです。

古川達雄（真宗大谷派）

　 生きている人を大事にしたいとつく
づく思いました。お寺から見ると、お
亡くなりになってからのお付き合いな
んですけれども、逆に生きている時か
らのお付き合いをもっともっと、考え
方を変えて重視していきたいなと思い
ます。そんなふうに思いました。以上
です。
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橘　勇人（真宗大谷派）

　 私はこの三か月間で、全宗派、全宗
教、共通のものは何なのかという問題
意識を常に持って本研修に臨んでいま
した。今の私の中では、「感謝する」
ということが一つの答えと思いつつ、
ではそこから臨床宗教師としてボラン
ティアとして福祉施設や檀家さんと接
する際にどうアプローチできるか、今
後も問題意識をもって進んでいきたい
と思っています。また、この度は、先
生であり同じ真宗大谷派の先輩僧侶で
ある谷山先生の考え方に触れ、そし
て、他宗の儀礼をこなす姿を通し、自
分の宗教観に変化も生まれました。医
療・福祉の現場で、自らの宗派にとら
われず、人に寄り添い、傾聴すること
の深さを学べたように感じておりま
す。今後は、臨床宗教師としてどんど
んアウェイに飛び込んでいき、幅広く
活躍できればと思っております。

高橋秀典（立正佼成会）

　 立正佼成会の高橋でございます。今
までも自教団の信者の心の救済に関し
て、積極的に取り組んできたわけです
けれども、今回、臨床宗教師研修に参
加させて頂いて、公共の場で社会に貢
献していく部分の意識づけを強く頂戴
しました。今後は、東北大学の講座修

了という看板を掲げることができます
ので、一個人として公共の場で学びを
深め、今までに無いチャンネルをチャ
レンジしてみたいと思っております。
具体的には、本会付属の佼成病院にビ
ハーラ病棟がありますので、そこで何
ができるのか、今後考えていきたいと
思っております。

高橋一晃（真言宗智山派）

　 臨床宗教師活動、宗教的ケア、ある
いはスピリチュアルケアの場面におき
まして一番印象に残ったのは、必ずし
も宗教的な言葉であったり、宗教的な
作業であったり、ということをやらな
くてはいけない、ということではな
く、あくまで対象者のニーズをきちん
とじっくり聞いて、その上で判断すべ
しという先生方の話、臨床宗教師とい
う名前がついているからといって必ず
しもすべての対象に宗教をふりかざし
て何かをしなくてはならないというこ
とではないのだということが一番印象
に残りました。もう一つは、似ていま
すけれども、自分のものさしで何事も
測ってはいけないと、相手が何か言う
とそれは相手の言っていることが事実
なわけですから、それをしっかり受け
止めて、そこから思考をスタートさせ
なくてはいけないということも改めて
認識しました。これらをしっかりふま
えて今後は活動してゆきたいと思いま
す。

田中至道（浄土真宗本願寺派）

　 本当にお世話になりました。今回の
研修に参加させていただいて、まず第
一回目の全体会から申しているんです
けれども、本当に宗教的儀礼のすばら
しさというのを感じましたし、また自
分の宗派内の儀礼のよさもまた同時に
感じました。そして人生で初めて行脚
という体験をしまして、被災者の方々
からの眼差しや、手をあわせる姿を目
にしたときに、本当に宗教者が求めら
れている可能性というものを強く感じ
まして、その姿を目にしたときに臨床
宗教師として自覚してやっていかない
といけないんだという思いを同時に持
ちました。そして宗教的ケアとスピリ
チュアルケアがわかった、とまではま
だ言えませんが、これを一つの土台と
して自分の現場、もしくは寺院活動内
で檀家さんの声とかを敏感にアンテナ
をはって人々の老病死や苦悩する思い
に耳を傾けていきたいなと思いまし
た。今後いろんな現場でまた皆さんと
お会いできることを楽しみにしており
ます。

金田諦晃（曹洞宗）

　 本当にお世話になりました。私とし
ては宗教者として、もしくは僧侶とし
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てどのようなあり方で今後生きてゆく
かというのが大きなテーマとしてあり
ました。生老病死に寄り添うといった
ときに、そういった思いはあったので
すが、実際の現場に行って亡くなりそ
うな方と向き合ったという経験が自分
の問題を現実的、具体的なものに育
て、これからそういった問題を実際に
解決し、答えを見つけるための道が始
まったのかなと感じました。それから
今回の研修では原発の問題が深く取り
上げられたと思うんですが、その中で
一つ、研修全体をとおして自分のまと
めにもなるような、印象にのこるよう
な言葉がありました。それは、「知ら
ず知らずのうちに社会のしくみの中に
とりこまれてしまっている自分。差別
も知らず知らずのうちにしてしまう」
という、意識していれば、知っていれ
ばしないような差別も自分の知らない
うちにしてしまう、福島の方だった
り、原発関係の方だったり…いやな気
持をさせてしまう、そういったことに
一つ一つ気づいてゆくということも宗
教者として大事なことなんじゃないか
なと。さまざまな望みがあってまとめ
きれないのですが、私も今後現場で学
びを深めていけばいいかなと思います
ので、よろしくお願いいたします。

出島元寿（日蓮宗）

　 皆様、ありがとうございました。私
本来人見知りで、あまりしゃべらない
というので有名なんですけれどもね…
まぁ冗談ですけれども(笑)。研修に入
る時、いろんな宗教、宗派の方がいら
っしゃるということだったんですけれ
ども、本当にちゃんとしゃべれるかな
ぁというところが正直不安だったとこ
ろですが、こうやって19名の同じ第5

回研修を受けた臨床宗教師を目指す皆
様とお会いしてお話ができました。む
しろこれからだと思いますけれども、
教えていただくこともあり、私なんか
が教えることなんかないでしょうけれ
ども、こうやって皆様とお話が今後も
できるという環境に来られたことが何
と言っても一番の収穫なんじゃないか
なと思っております。

天野宏心（曹洞宗）

　 今回大変貴重な、ありがたい機会を
いただいたなと思いましたが、やっぱ
り、いろんな宗派、宗教の方々が、大
変ありがたい縁を頂きまして心を一つ
に交流して、一つのものを目指してい
るというのは、日本広し、世界広しと
いえどもなかなかない、本当に貴重な
ことなのではないかなと思っておりま
す。そしてやはり、困っている方に寄
り添って一緒に居たい、助けたいとか
という気持ちがあるというのが、皆同
じ、共通しているものなのだというこ
とをすごく感じました。そして我々、
臨床宗教師研修を受講させていただい
た者は、やはり臨床ですので、臨床の
宗教師ですので、やはりこれから現場
にずっと関わって行くという覚悟を持
たなくてはいけないと、私自身そう思
いました。この場は本当に修行の場だ
ったと私は思っております。今日から
また新しいスタートに立った気持ちで
ございます。これからますます勉強し
て精進したいと思います。

松隈英明（浄土真宗本願寺派）

　 この研修に参加するにあたって、そ
もそも臨床宗教師とは何ぞやという疑
問がありました。これは少し、いや、
相当分かったんですが、もう一つ、私
がこの研修に参加する動機でもあっ
た、終末期の人々になにか役に立つ人
間になりたいと思っておりましたの
で、そのような方々との接し方が少し
は分かった気がします。この経験を今
後活動につなげてゆきたいと思ってお
ります。ありがとうございます。そし
て最後に、これ以上のものはないかと
思います。他宗教、他宗派の志を同じ
くする皆さんとの出会い、これが何よ
りの収穫だと思っております。この出
会いに感謝いたします。

上田禮子（天理教）

　 三か月間、今まで経験したことのな
い場を与えていただきまして、たいへ
ん光栄です。臨床宗教師という立場、
そうしたものを創発して下さった諸先
生方のアイディアに希望を持ちまし
た。もう一つは、私は、まわりが「無
宗教」の人という中にドンといれられ
たときにすごい不安を感じます。信心
をしていない人々、それが普通で大多
数ですが、神仏を信じていない人々に



実 践 宗 教 学 寄 附 講 座 ニ ュ ー ス レ タ ー

Newsletter
 13

中にいることは、見知らぬ森の中に紛
れ込んだような不安を感じるのです。
勿論、一番ほっとするのが同じ信仰を
している仲間、同族の中でした。今回
もっとほっとするところがあったって
いうことに、非常に驚きを覚えます。
それはこうした宗派を超えた中に身を
置き、そこに居るってことが、私は今
まで味わったことのないほっとした気
分を感じたんですね。それぞれの宗派
の集合的エネルギーで自己の内面が高
揚され、浄化されたような気がいたし
ました。また、自分の陥りやすい盲点
とか、宗教家としての責任とかを改め
て確認させていただきました。

渡辺信一（日本バプテスト連盟）

　 この三か月にわたり皆様の温かいご
支援と交わり、本当にありがとうござ
いました。私は福岡に帰ってまず第一
にしなくてはならないのは教会に対し
ての報告会です。それとともに、私の
近所に某クリニックの医療分室に勤め
ている私の同僚の牧師が、私が臨床宗
教師の研修を受けるということを院長
先生に話して下さっております。その
院長先生にお会いして、臨床宗教師の
いわば開拓営業という形で、どういう
ふうにしてつないでゆくかということ
をしっかりと伝えていきたいと考えて
おります。やはり言葉本来の意味で私
の実習の指導教師であった三浦先生の
言葉通りに「お前ぐらい一人は臨床宗
教師になってくれ」という言葉を、バ
プテストの牧師の身分、職分の中で少
なくとも実践してゆきたいということ
を考えています。一番やられたこと
は、とくに我が国の葬祭事情において
三浦先生から事細かく指導を受けまし
て、私が17年キャリアを持ってきた自

負というのがゼロになるということが
ありました。いかに自分がお寺さんの
ことや、家族事情、社会事情、女性が
どう生きるのか、嫁としてどう生きる
のか、といったことを、何にも知らず
に今まで17年間説教をしてきたか。そ
こはいろいろ学びつつ、皆さんに知恵
を借りつつ歩んでゆきたい、実際にや
ってゆきたいと思っております。

佐々木瑞惠（浄土真宗本願寺派）

　 先生方と実習生の皆さまの熱い思い
のなかで無事に研修を終われましたこ
とをありがたく感謝しています。一番
重く感じたのはやはり被災地の方、苦
しんでいる人を深く知る事が大事だな
とおもいました。ちょっと他人事だと
思って見ていた自分に気づき、これで
はいけないなぁという思いを随分感じ
ました。それともう一つ大事な事は、
ずっとスピリチュアルケアということ
で宗教的なことを少し端において勉強
してきたので、宗教的に関わるという
ことがどういうものなのかよくつかめ
なかったのですが、やはりこのスピリ
チュアルケアと宗教的ケアと両輪でも
っともっと深く勉強しなくてはならな
いし、自分自身信仰を深めるというこ
とも大事だなというふうに気が付きま
した。自然に宗教的なケアにすっと入
っていける自分がいないということも
実習の中で裏付けられたと思います。
たくさんの気づきをいただけたことが
大きな成果だなと思っております。緩
和ケア、終末期ケアにもう少し深く関
わっていくには、もっと勉強しなきゃ
いけないなということに気づかせてい
ただきました。最高齢で最初のときか
ら「ついていけるかしら」と心配して
いたんです。皆さんのおかげで無事に
ここまでこられました。ありがとうご
ざいました。

吉田俊英（曹洞宗）

　 私なんか本当に一番時間的にも費用
的にも楽な参加をさせていただきまし
て、遠来の皆様には恐縮です。昔山岳
信仰を研究していて、要は曹洞宗の檀
家と言っても、実際にはいろんな信仰
を持った人が居て、いろんな信仰を使
い分けて生きているんだという発表を
したことがありました。でも自分が檀
家さんにそういうことを踏まえて対応
していたかというと、していませんで
した。結局檀家さんに対して自分の言
いたいことだけを一方的に語っていた
だけではないだろうか？「ただお経を
読んで御布施を貰うだけのつまらん坊
さんになってしまっていたんだな
ぁ。」という反省と気付きをさせてい
ただいたように思います。今後の自分
の展開としては、刑務所での教誨をチ
ャプレンと言うに値するものにしたい
と思っています。刑務所で教誨師を15
年程やっています。小西達也先生の講
義でチャプレンの例として「教誨師」
を挙げておられましたが、講義を聞き
ながら「私自身チャプレンと言うに値
するだけの教誨をしているだろう
か？」と自問自答しておりました。私
が担当している刑務所では、「個人教
誨」は30分という時間でやると決まっ
てて、実際面談できるのは正味10分か
15分程度です。その中で、「チャプレ
ン」と自負出来る教誨となるよう、自
分なりに工夫していきたいと思ってい
ます。
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篠　由希子（真宗大谷派）

　 三か月間本当にありがとうございま
した。私がこの研修に参加させていた
だいて一番大きく得たものとしては、
法務をしているにもかかわらず、皆様
のように、信じるものがまたきちんと
持てていない自分がいるということを
改めて確認させていただきました。そ
の思いに気づいたのは、私が勝手に宗
教者というものにある意味不信感を持
ったまま、こっちの世界というか、こ
の仕事を始めてしまったので、それが
なんとなくまだ心の中にあるままでい
ろんなものを見ていたなと思ったんで
すね。ここに来てそれぞれのいろんな
信念や思いを持っていらっしゃる方の
話を聞いたときに、ああ、もしかした
ら信じられるものだったんじゃないの
かなという、また違った視点が心の中
に生まれてきたことは、自分にとって
はすごくありがたいことでした。
　 もしここに来ないで、不信感を持っ
たままそれを隠して自分のお寺にいた
とすると、それは自分自身にとって
も、また自分が会う方にとっても失礼
なままの時間をすごすことになったの
ではないかと思います。ここで学ばせ
てもらったことは一つ私の転機になっ
たと思います。それともう一つは、実
習や振り返りや、いろいろな講義を聴
くなかで、やっぱり自分のこととして
受け取れない自分なんだなと確認させ
てもらったことです。この気持ちも、
日常のいろんなことに追われていくう
ちになくなってしまうと思うんですけ
れども、それでも、きちんと人として
話をした中で感じるという経験ができ
たので、それは記憶として、思い出と
して、改めて思い返し、それではいけ
ないなという思いとともに、きちんと
活動していきたいなと思います。

野々目月泉（真宗大谷派）

　 三か月なんとか無事に終わらせてい
ただきました。皆様方に混じって学ば
せて頂くことは、とても楽しく嬉し
く、周りの人に助けていただき、神
様・仏様が通わせて下さったと思って
います。自分が前に立っての仕事をし
ていませんので、毎日は限られた人相
手の、狭い世間での暮らしです。何年
分かの方と出会わせていただいたよう
で、ものすごく新鮮でした。先生方の
貴重なお言葉はもとより、自分自身へ
の思わぬ発見や気づきなどもたくさん
あって、書き残して置かずに忘れてし
まったらもったいないことばかりでし
た。不思議な御縁や出会いもたくさん
あり、そういうものも踏まえて、これ
は来させていただいたんだなぁとしみ
じみ感じています。それと何度も言っ
ていますが、一つは3.11、もう一つは
７年前の夏、8月4日に亡くなった私の
父ですね。長い間ずっと引きずって来
ました。それがこの研修を受けること
で自分自身が癒されました。おかげさ
まで今回同行しました娘と、明日三陸
に行きます。力を得て、ようやく、な
にも無くなった陸全高田を訪ねて祖父
母や親戚のお墓参りをし、親戚・知人
に会ってこれます。地元で頑張ってお
られる山浦玄嗣先生というキリスト教
のお医者さんにも初めてお会いできま
す。そこから初めて震災後の私の新し
い一歩が始まるかなと思います。覚悟
として、私は臨床宗教師を野々目整子
ではなく野々目月泉で行きたい。法名
を背負って、守っていただき後ろ押し
していただいて活動したい、それは覚
悟にも似た強い思いです。これからも
どうぞよろしくお願い致します。

新田忍澄（高野山真言宗）

　 あらためて宗教家の重要な部分を考
えされられたし、また、臨床宗教師の
役割というものも、まだまだ、もっと
もっと深いものがあるんじゃないかな

というのを学ばせていただいたと思っ
ております。また全宗派を超えて、今
までそばにいたことのないような方
と、またそれ以上に宗派を超えたつな
がりというものを持たせていただいた
ことが、これから重要なことになって
くるのではないかなと思っておりま
す。現場において、本当に、死を宣告
された人の生きていく力の凄まじさ、
その力強さがひしひしと伝わってくる
ことがあって、人それぞれに終末期を
迎えるということの意味も違ってく
る。またそれはそれで素晴らしいもの
があるんだと感じさせていただきまし
た。最後になりますけれども、来年、
高野山の方でカフェ・デ・モンクを開
催させていただくことに内定しまし
た。またご案内させていただきますの
で、ご一緒させていただきたいと思い
ます。

谷山洋三

　 皆さんお疲れさまでした。この研修
では最初にお伝えしたとおり、自分自
身を見つめるということ、多様な価値
観を認めるということ、これらを存分
にやっていただけと思います。ただ、
これはあくまでも出発点であって、特
に自分自身を見つめるということを止
めれば、そこで成長が止まります。皆
さんのそれぞれの現場で̶̶ホームで
もアウェイでも̶̶自分がどんな課題
を持っているか、どういう自分に向き
あうべきなのかということを、時々見
直していただければ、ますます成長し
ていかれると思います。あとは仲間で
す。現場で理解をいただく他の専門職
の方々も含めて協力していきたい。鈴
木先岩弓生もおっしゃっているように
これはムーヴメント、社会運動という
側面もあります。皆さんはその当事者
であり、実は受益者でもあります。ま
研修スタッフ（左上から）
谷山洋三、大村哲夫、森田敬史、井形英絵、伊藤
文雄、打本弘祐、時田暢彦、高橋悦堂の各先生
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　研修受講者インタビュー

　今回の第５回研修で印象深かったエピソードを二つご紹介
します。一つは、橘勇人さん（新潟県、真宗大谷派）が、六
月の全体会に突然坊主頭で現われたことでした。真宗のお坊
さんは非僧非俗の生活を送り、有髪のスタイルが一般的であ
ると思われますが、どのような心境の変化があったのでしょ
うか。もう一つ、樋口泰巧さん（佐賀県、正法事門法華宗）
が、一人暮らしの檀家さんを調べてお寺でおもてなしをする
という試みをされたと聞きました。どのような発見があった
のでしょうか。お二人に話をうかがいました。

橘勇人さんインタビュー

--頭を丸められたのはどうしてですか？
橘：はい、実習現場に入る際に、「僧侶」として認識しても
らいやすいと考え、坊主頭にしました。

--子供の頃など振り返って、坊主頭にしていた時期はあっ
たんですか？
橘：いえ、坊主頭は12年前に得度をした時以来で、2回目で
す。

--お父様、ご祖父様も僧侶であると思いますが、頭を丸め
ていらっしゃいましたか？
橘：いえ、浄土真宗なので、得度以外は髪を普通に伸ばして
います。

--真宗僧侶としてあえて頭を丸めるべきではないという葛
藤のようなものはありませんでしたか？
橘：特に葛藤等はありませんでした。浄土真宗の方でも剃髪
している方もいれば、芸術家のように伸ばして縛っている方
もいるので、そこは自由でいいのではと思っていました。む
しろ、他宗のように坊主頭でカフェ・デ・モンクに行くこと
によって「僧侶」として認識してもらえることが凄いことだ
と感じておりました。

--今回は、床屋さんに行かれたのですか？
橘：俗にいう1000円カットといわれるお店に初めて行きま
した。ちなみに、担当していただいた店員さんからは、雰囲
気が変わるとか、何が起きたのかなど、やいのやいの言わ
れ、５回ほど慰留されましたが、無事３ミリに丸めることが
できました。

--ご家族、檀家さんのリアクションはどのようなものでし
たか？
橘：家族には不評です。檀家さんの反応も五分五分といった
感じです。肯定的な意見として、頭の形が良いから似合うと
か、僧侶らしいと言ってくださる方がいる反面、色気がなく
なったというご意見も意外と多く、少し凹みました。

--職場では何か言われませんでしたか？二足のわらじの生
活についてのご苦労なども合わせて教えてください。

橘：新潟市役所に勤務しながら兼職
で僧侶をしております。臨床宗教師
の研修については、東北大学の講座
ということもあり、上司はじめ同僚
も大学に勉強に行くという認識でし
た。また、頭を丸めたことについて
も、特に何か咎められることもありま

せんでした。実は他の職員でスキンヘッドにしている人やス
ポーツ刈りにしている人も数名いるので、髪を短くする分に
は問題はないです。どちらかとうと髪の毛をロン毛にしてい
る人や髭を生やしている人は、市民から苦情を受ける原因と
なるようです。兼業については大変なところも多いですが、
それを理由に様々なことから逃げないようにしています。
　徳富蘇峰が「忙しいとは、怠け者の遁辞である」と言った
ように、忙しい忙しいと言い訳せずに、何事も楽しんでやれ
ばきっと楽しくなるのではないかと思っています。むしろ、
役所ではお目にかかれない様々な方々と出会えることは、人
としてのかけがえのない財産だと思っていますし、僧侶とし
ての活動、そして寺業が様々な方に喜んでもらえること、い
わば皆喜力が自分の原動力になっています。なので、大変と
いうことを感じるより、まだまだ何も目的を達成していな
い、これから成長する、できるということしか思っていませ
ん。ただ、僧侶の関係で役所からお休みをいただく時は、周
りの職員に申し訳ない気持ちでいっぱいになります。

--実習の現場では、坊主頭にした効果のようなものをどの
ように感じられましたか？
橘：坊主頭は正解でした。現場のスタッフが患者・入所者の
方に対し、坊主頭と作務衣姿を通して、私を「この頭と格好
でどなたかわかりますよね？」といった形で紹介していただ
き、すぐに僧侶として認識していただくことができました。

--ご自分の経験について、現在、未来の臨床宗教師の人達
に伝えるとしたらどんなことがありますか？
橘：頭を丸めることは重要なことでは
ないとは思いますが、現場に行った時
に、患者・入所者さんへの最初の入り
方、アプローチの仕方が非常に楽にな
ったことは事実です。また、僧侶がＮ
Ｇな人もファーストコンタクトで読み
取ることができました。格好から入る
ことはあまり好きではないですが、医
師や看護師の白衣効果のように、僧侶の御衣や坊主頭によっ
て「安心」を与えることができるのではないでしょうか。そ
して臨床宗教師は超宗派ゆえに自坊の宗派を縦糸とし、他宗
を横糸として見つめ、良いところをどんどん受け入れ活かし
ていくことが大切ではないかと感じております。

研修受講者インタビュー
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樋口泰巧さんインタビュー

--一人暮らしの檀家さんを調べてみようと思ったのはなぜ
ですか？
樋口：第5回臨床宗教師研修第一回合同会で三浦紀夫先生の
「臨床宗教師の社会実装」の講義をお聞きし、そのお話の中
で今まで自坊で行っていなかった活動が食事会でした。良い
事は是非持ち帰って実行しようと思っていましたので、帰山
してすぐ一人暮らしの世帯を調べました。

--どのような方法で調べたのですか？
樋口：私の寺院は俗に言う限界集落にあり、後継者が少ない
地区にあります。また前住職が尼僧ということもあり、檀家
数もさほど多くありません。いつも緊急時（入院等）に連絡
が取りやすいように古くから地区別の電話連絡網があります
ので、一世帯ずつ家族関係を思い起こしながらチェックして
電話をお掛けしました。

--檀家さんの規模や普段の接し方について教えてくださ
い。
樋口：檀家全体でも150世帯くらいです。地域の風習で年に
2度はほぼ全部の世帯、お盆の供養と年末の煤払いに回りま
す。あとは希望される世帯に月回向に伺う事もあります。檀
家のご家族は3世代は面識があり、お付き合いは深い方だと
思っています。

　 師匠の教えもあって、普段
から敷居の低い寺院として心
がけておりますので、檀家さ
んから様々な相談を受けるこ
とがあります。葬儀だけでは
なく、結婚、出産、名付け、
進学、就職、転居、新築など
人生の節目には必ずといって

いいほど参詣してくださいます。
　最近は一人親世帯も増えていますので、学期が終わるたび
に通知表を持ってくる子供も多くなりました。こちらは伸び
たところを発見してほめてあげるのが役目です（笑）。また
年に4回ほど子供たちの宿泊研修を行います。小さなお寺な
のにシャワー室もあるんですよ。
　また高齢の檀家さんには日常の困ったことは遠慮なく伝え
てくれるように、檀家の方とお子さんの世代にも緊急連絡先
を伝えてあります。高齢者世帯では一緒に大物の買い物に出
かけたり、電球を取り替えたりもしていますね。

--調べてみてわかったことはどのようなことでしたか？
樋口：頭の中で大体の把握が出来ていたつもりでしたが、実
際に名簿を目を通してみると見落としや、子供の転勤や家族
との離別などの環境の変化に気付いていなかった世帯もあっ
たりと…改めて見直すことが出来て良かったです。

--それをもとにどのようなことをされましたか？
樋口：把握した名簿を元に一人暮らしの方々にお電話を差し

上げました。参加された方はもちろん、参加されなかった方
からも近況を聞くことが出来、「お気遣いいただいてありが
とう」と何度も言われました。
電話一本でこんなに喜んでいただけるならこれからも続けて
いきたいと思いましたね。
　そして翌月の日曜日に昼食会を開きました。近隣の檀家さ
んに送迎をお願いして、約20名ほどが役員さんと一緒に集
まり楽しい催しになりました。

--檀家さんからはどのような反応がありましたか？
樋口：それが、こちらがお招きしておもてなししようと張り
切って臨みましたが、一人暮らしの方々がお接待側に立ちた
かったようで、笑顔で生き生きと参加者全員に振舞われ、
「お上人様、座っとって～！ここは（私が）やるけん」と逆
にお世話になったような感じで、役員一同苦笑いでした。一
人暮らしの方はお世話される事よりもお世話する方が喜びが
大きかったようでしたね。

--今後に向けて反省や教訓は得られましたか？
樋口：時と場合にもよりますが、参詣の時に皆がかしこま
るだけのお寺ではなく、色々な悩みを持っておられる檀家
さんとのご縁を大切にして、普段から何でも話せる、何で
も聞ける関係になっていけば、寺院は皆の心の拠り所にな
れると思っています。また良いと思ったことは先ず実行し
てみようと言う事です。皆に理解していただくためには日
常が大切でイベントよりも日々の行いが大切だと感じてお
ります。そうしないと説得力もありませんから。
--ご自分の経験について、現在、未来の臨床宗教師の人達
に伝えるとしたらどんなことがありますか？
樋口：私が知り得た臨床宗教師の方々は現状を改善しよう
とする勇気、他者に対しての慈しみ、そして周囲に流され
ない真面目さを持たれた方ばかりでした。日常の法務の中
でも触れ合う人には沢山の悩みや苦しみがあります。催し
物だけではなく普段から実行できることがまわりには沢山
あると思います。
　 出来ない理由に逃げず、現状に負けず、小さなことでも
コツコツと続けていけば、きっと宗教者としての自分の人
生も花が開くものと信じております。見るもの聞くもの感
じるものが全て行であります事を心から願っております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合掌
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臨床宗教師会各支部の動きをお伝えします。現在、沼口医
院・臨床宗教師の田中至道さん（５期生）を事務局にし
て、中部支部の発足が検討されています。

北海道・東北支部
◆10月1日（金）　於曹洞宗洞林寺
北海道・東北支部発足準備会
参加者：10名（予定）

◆活動予定
11月　支部発足式 一泊研修 カフェ・デ・モンクin気仙沼

関西支部定例会
◆第４回　4月25日（金）　於ビハーラ21総本部
参加者：吉田師(1期)、羽富師(2期)、ビハーラ関係僧侶４名
（大谷派３、本願寺派１）、上智大学グリーフケア研究所修
了生２名、スピリチュアルケア専門職1名、三浦（ビハーラ
２１）、他一般約２０名、計約３０名
内容：参加僧侶及びスピリチュアルケア職各自活動報告、
御入仏（開眼）法要
◆第５回　5月23日（金）　於ビハーラ21総本部
参加者：米本師（２期）、上智大学グリーフケア研究所修了
生１名、三浦（ビハーラ２１）、他一般３名、計６名
内容：参加者全員の活動報告及び感想発表

5月29日、読売テレビ「かんさい情報ネットten」
「広がる「臨床宗教師」という仕事」

◆第６回　6月27日（金）　於ビハーラ21総本部
参加者：ビハーラ関係僧侶２名（大谷派1、曹洞宗１）、三
浦（ビハーラ２１）、他一般７名、計１０名
内容：参加僧侶活動報告、臨床宗教師包括組織発足の検討

◆第７回　7月25日（金）　於ビハーラ21総本部
参加者：佐々木師（２期）、ビハーラ関係僧侶１名（曹洞
宗１）、三浦（ビハーラ２１）、他一般１名、計４名
内容：参加僧侶活動報告、寺院内福祉住宅建設の検討

九州支部
◆4月12日（土）　於真宗大谷派浄玄寺
フォローアップ研修（会話記録、講師：谷山洋三）
◆5月17日（土）　於日本福音ルーテル大江教会
第２回臨床宗教師入門講座
講師：伊藤文雄先生「臨床宗教師の理念」
内容：伊藤先生講演とグループワーク、意見交換
参加者：吉尾天声、糸山公照、緒方宏明(SV)、立野泰博
(SV)の執行部4名と報道関係者を含め33名。内訳は（宗教
者11名、医療関係4名、福祉関係2名、一般15名）

◆6月14日（土）　於浄土真宗本願寺派熊本別院
ビハーラ熊本研修会
糸山公照（講演）「臨床宗教師という考え方と活動」

◆7月5日（土）　於日本福音ルーテル大江教会
フォローアップ研修（会話記録）

◆9月6日（土）　於日本福音ルーテル大江教会 
カフェ・デ・モンク準備会議

◆9月17日（水）　於日本福音ルーテル大江教会
臨床宗教師入門ミニ講座（谷山洋三講師）

◆活動予定
10月 4 日　カフェ・デ・モンクＩＮくまもと
11月 8 日　熊本県訪問看護研修　講演会
11月13日　日本尊厳死協会くまもと　講演会
12月 ６日　御幸病院　講演会

熊本日々新聞7月13日

各地の動き

臨床宗教師会各地方支部の動向
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活動報告
《2014年度後期開講科目》※ 受講者数は未確定
授業名：グリーフケア論
担当者：谷山洋三
内容：悲嘆とその対応の一つとしてのグリーフケアについて基礎
知識を得る 

授業名：臨床死生学
担当者：谷山洋三
内容：(1)医療・福祉の臨床における死に関する諸問題について
学ぶ　(2)様々な死生観を通して、自分自身の死生観を涵養する 

授業名：宗教と心理療法
担当者：高橋原
内容： 心理療法という観点から宗教を考える視点を学ぶ。  

授業名：実践宗教学試論（大学院・学部共通科目）
担当者：鈴木岩弓・谷山洋三・高橋原
内容：臨床宗教師研修での講義内容を一般学生に向けて紹介する
という趣旨のオムニバス講義。ゲスト講師を招いて行なう。
　   日付　 担当者　     題目
　(10 / 2) 鈴木岩弓    臨床宗教師の理念
　(10 / 9) 奥野修司    岡部健医師と臨床宗教師構想
　(10/23) 小西達也    臨床宗教師の倫理
　(10/30) 谷山洋三    グリーフケアと宗教
　(11 / 6) 金田諦應    カフェ・デ・モンク
　(11/20) 鈴木岩弓    民間信仰論
　(11/27) 谷山洋三    宗教的ケア／スピリチュアルケア
　(12 / 4) 木村敏明    宗教間対話
　(12/18) 相ノ谷修通 臨床宗教師の活動と公共性
　( 1 / 8 ) 三浦紀夫    福祉施設におけるスピリチュアルケア
　( 1/ 15) 高橋　原    被災地の幽霊と宗教者の対応について

《発表・講演》
4月10日 谷山洋三「電話相談とグリーフケア」「心の相談室」
電話相談勉強会、仙台市民活動サポートセンター

4月24日 谷山洋三「スピリチュアルケアと宗教的ケア̶東北大
学大学院における臨床宗教師研修」龍谷大学大学院実践真宗学研
究科主催　東北大学大学院の協力による「臨床宗教師研修」開設
記念シンポジウム「臨床宗教師の可能性」、龍谷大学大宮学舎

4月25日 鈴木岩弓「東日本大震災後の怪異現象」真宗大谷派教
学研究所「震災と原発」研究班

5月12日 鈴木岩弓「東北大学における臨床宗教師構想－東日本
大震災から超高齢多死社会へ－」龍谷大学大学院実践真宗学研究
科 公開特別講義講師

5月19日 鈴木岩弓「東北大学実践宗教学寄附講座の取り組み」
WCRP（世界宗教者平和会議）日本委員会 復興に向けた宗教者
円卓会議in仙台

5月23日 鈴木岩弓「現代日本人の死生観－仙台市公営墓地の墓
石調査－」（加齢医学研究所スマート・エイジング・カレッジ講
習会講師）

5月23日 高橋原「臨床宗教師に未来はあるか？」ＢＢＡ!!勉強
会、青松寺

5月31日 鈴木岩弓「民間信仰にみる文字の“ちから”」印度学宗教
学会第56回学術大会：公開講演招請講師、種智院大学

6月4日 谷山洋三「よくわかる 死生観と日本的スピリチュアルケ
ア」ぽぽぽねっと第1回いのちの学校、ぽぽぽのいえ（小松市）

6月5日 谷山洋三「宗教者による心のケア」真宗ビハーラの会石
川、金沢真宗会館

6月6日 谷山洋三「最期まで豊かに生きるために」オレンジホー
ムケアクリニック【在宅医療虎の穴】特別講演、福井県国際交流
会館

6月7日 鈴木岩弓「震災被災地にみる死者と生者の接点」日本口
承文芸学会第38回大会：公開講演会招請講師、東北大学川内キ
ャンパス

6月11日 Hara Takahashi, “How Buddhist Monks Deal with So-
called Occult Phenomena in Disaster Areas after 3.11: From the 
View Point of Grief Care.” at ICGB2014, Hong Kong Univ.  

6月12日 Takafumi Morita and Yozo Taniyama, “‘Nuno-jizo’  as a 
Tool for Grief Care: Case Studies of Survivors of the Great East 
Japan Earthquake,” at ICGB2014, Hong Kong Univ.  

6月13日 Yozo Taniyama, Hara Takahashi, Iwayumi Suzuki, 
“New Education Program for Rinsho-shukyo-shi  (Japanese-style 
Interfaith Chaplain) started after the Great East Japan 
Earthquake,” at ICGB2014, Hong Kong Univ.  
6月21日 高橋原「心のケアと伝統宗教の力」國學院大學研究開
発推進機構主催、渋谷区教育委員会共催、第40回日本文化を知
る講座「見直される伝統宗教」、國學院大學

6月29日 鈴木岩弓・松尾剛次・菊地和博（鼎談）「東北・山形
における死と鎮魂と再生」平成26年度山形学フォーラム、遊学
館ホール

7月2日 高橋原「宗教者に求められる心のケア」龍谷大学大学院
実践真宗学研究科特別講義、龍谷大学大宮学舎清風館

7月12日 鈴木岩弓「「臨床宗教師」の社会実装－震災被災地か
ら超高齢多死社会へ－」日本ホスピス在宅ケア研究会in神戸：招
請講演講師、神戸ポートピアホテル

7月13日 谷山洋三「臨床宗教師は何を目指すのか」第22回日本
ホスピス在宅ケア研究会全国大会in神戸、シンポジウム「臨床宗
教師の可能性」、神戸ポートピアホテル

9月4日 谷山洋三「ビハーラ僧のスピリチュアルケア」鶴見大学
先制医療研究センター「終末期医療を支援する臨床宗教師の育成
事業」、総持寺

9月6日 谷山洋三「臨床宗教師研修の特徴」第7回日本スピリチ
ュアルケア学会学術大会プレパネル、上智大学

9月7日 谷山洋三「公共空間における宗教的ケアのプロセス」第
7回日本スピリチュアルケア学会学術大会、上智大学

9月9日 谷山洋三「宗教者による心のケア」無限洞、泉ヶ岳やま
ぼうし（仙台市）
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9月12日 谷山洋三「在宅医療における死生学̶スピリチュアル
ケアと宗教的ケア̶」第6回「ほっと」在宅会、徳養寺本堂（大
垣市）

9月13日 谷山洋三パネル「被災地における心霊体験とその意味
について」コメンテーター、第73回日本宗教学会

9月15日 谷山洋三「臨床宗教師と医療者の連携は可能か？　-看
取りのための環境整備-」NPO在宅ケアを支える診療所・市民全
国ネットワーク　 第20回記念大会全国の集いin岡山　 ランチョ
ンレクチャー、岡山コンベンションセンター

9月17日 谷山洋三「臨床宗教師とは」臨床宗教師会九州支部ミ
ニ講義、日本福音ルーテル熊本大江教会

《論文・寄稿》
谷山洋三「臨床宗教師研修の報告」『故岡部健先生追悼緊急シン
ポジウム報告集　 医師岡部健が最後に語ったこと』心の相談室、
2014年3月、49-56頁
谷山洋三（まとめ役）「『東北大学実践宗教学寄附講座』受講者
体験発表」『みやぎ宗連報』40号、宮城県宗教法人連絡協議会、
2014年3月、7-12頁
谷山洋三「苦悩に寄り添う『臨床宗教師』」『北國新聞』2014年
4月10日朝刊
鈴木岩弓・柳田邦男（対談）「医師にはできない心のケア 人はな
ぜ『幽霊』を見るのか」『文藝春秋』第92巻10号、2014年8
月、338-345頁
谷山洋三「〔シンポジウム〕第2部　これからの日本的ターミナル
ケアの在り方を改めて探る　 宗教者・宗教の果たす役割」『日本
的ターミナルケアを問う　 長岡発ビハーラ・ターミナルケア20
年！』医療の心を考える会パート3・医療法人崇徳会長岡西病院編
著、考古堂、2014年5月、122-130頁
谷山洋三「スピリチュアルケアの担い手としての宗教者：ビハー
ラ僧と臨床宗教師」鎌田東二編『講座スピリチュアルケア学１　
スピリチュアルケア』ビイング・ネット・プレス、2014年9月、
125-143頁

Yozo Taniyama, 12. Chaplaincy Work in Disaster Areas: Potential 
and Challenges, in Religion and Psychotherapy in Modern Japan, C. 
Harding, F. Iwata, S. Yoshinaga eds, Routledge,2014.9, pp. 250-266.
高橋原「幽霊を見たという人に僧侶はどう向きあうか」『月刊住
職』2014年5月号、102-109頁。
高橋原「霊に取り憑かれた人に僧侶はどう向きあうか」『月刊住
職』2014年6月号、108-115頁。

《新聞報道等》
中外日報（2014年4月4日） 
社説　アウェーこそホームだ　現場で教えを確認

佼成新聞（2014年4月6日）
インタビュー 東北大学大学院教授　鈴木岩弓さん

北國新聞（2014年4月10日）
苦悩に寄り添う「臨床宗教師」　
多様な価値観受け入れ　被災地や病院、在宅で

河北新報（2014年5月9日）
研究者の思い　臨床宗教師
信仰の枠超えケアを　講座開設心構え説く

読売新聞夕刊（2014年5月13日）
お坊さんは悩み「聞き屋」
病院や施設出向き　信者以外にも寄り添い
傾聴の人材育成活発化　大学など
熊本日々新聞（2014年5月16日）
心のケア学ぼう「臨床宗教師」入門講座（熊本支部）

朝日新聞京都版（2014年5月24日）
苦しむ人の心のケア　龍谷大院がプログラム
育て　寄り添う宗教者　東北大と連携　被災地で実習
OB「悩みの共有大切、わかった」

河北新報（2014年5月25日） 
魂の救済心構え学ぶ　石巻で臨床宗教師研修会

中外日報（2014年6月4日）
枠超え臨床宗教師研修 東北大と龍谷大が共同で

中外日報（2014年6月4日）
宗教法人格で訪問介護 大阪市で初、７月開設へ 
浄土真宗単立・西栄寺

中外日報（2014年6月6日）　
BBA!!勉強会　臨床宗教師の今後を考える

仏教タイムス（2014年6月12日）
BBA勉強会
「臨床宗教師」講座担当者招き　"アウェイ"での活動学ぶ

中外日報（2014年6月25日）
総持寺修行僧を対象に臨床宗教師育成　鶴見大
日本版チャプレン　宗門系で関心高まる

中外日報（2014年6月27日）
臨床宗教師を報告 仏教者の社会参シンポ 鶴見大仏教文化研

熊本日々新聞（2014年7月13日） 
臨床宗教師として活動する僧侶　糸山光照さん
宗教だから救えることも

医療経営CB news（2014年5月19日）
医療と宗教の垣根を越えて(1)
医療の現場へ、動き出した「臨床宗教師」

医療経営CB news（2014年5月21日）
医療と宗教の垣根を越えて(2)
龍谷大学でも養成開始、広がる「臨床宗教師」

医療経営CB news（2014年6月2日）
医療と宗教の垣根を越えて(3)
医療・介護に宗教者がいるということ

中外日報（2014年7月9日）
臨床宗教師広めたい　九州支部第２回講座

中外日報（2014年7月9日）
ビハーラ21　臨床現場を支援　
新法人を設立　宗教師など孤立防ぐ

河北新報（2014年7月26日）
臨床宗教師　養成の場広がる　宗派超え　傾聴を実践
布教目的とせず 医療現場に従事

文藝春秋（2014年8月号） 
（大型企画「死と看取り」の常識を疑え） 
医師にはできない心のケア 
人はなぜ「幽霊」を見るのか 柳田邦男／鈴木岩弓

中外日報（2014年8月8日） 
傾聴喫茶「カフェ・デ・モンク」　熊本でも開店　年内に
寄り添いは宗教者の役割 臨床宗教師会九州支部
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寄附者
東北大学文学研究科実践宗教学寄附講座は宗教界など各方面からの寄附金によって維持運営
されています。主な寄附者の方々をここに記し感謝申し上げます。

日 本 基 督 教 団 

南西ドイツ宣教会

(EMS: Evangelical Mission in Solidarity) 

宮城県宗教法人連絡協議会

日本ナザレン教団 

宗教法人みんなの寺

融通念佛宗音羽山観音寺

浄土真宗本願寺派真覚寺

真宗大谷派常念寺

天台真盛宗新光寺

天台真盛宗西念寺

融通念佛宗西方寺

曹洞宗島田地蔵寺

真言宗智山派大聖寺

日蓮宗実相寺

日蓮宗妙興寺

秩父神社

神習教

念法眞教

日蓮宗立像寺

匿名

実践宗教学寄附講座運営委員会
学内委員
鈴木岩弓　実践宗教学寄附講座教授（兼任）
谷山洋三　実践宗教学寄附講座准教授
高橋　原　実践宗教学寄附講座准教授

学外委員
金田諦應　通大寺住職（委員長）
井形英絵　日本バプテスト連盟南光台キリスト教会牧師
伊藤文雄　元ルーテル神学校教授
金沢　豊　浄土真宗本願寺派総合研究所研究員
川上直哉　 (財)東北ディアコニア理事長 
小西達也　武蔵野大学教授
櫻井恭仁　心の相談室理事（財務担当）
佐藤央千　竹駒神社権禰宜
篠原祥哲　(公財)世界宗教者平和会議(WCRP)日本委員会
　　　　　仙台事務所所長
松山宏佑　昌林寺住職
宮崎正美　仙台白百合女子大学教授
伏見英俊　智山伝法院非常勤教授
篠原鋭一　長寿院住職（顧問）
〔事務補佐員〕 佐藤千尋　

　980-8576 宮城県仙台市青葉区川内27-1
　東北大学文学研究科内
　実践宗教学寄附講座
　022-795-3831(T/F)
   j-shukyo@g-mail.tohoku-university.jp
   http://www.sal.tohoku.ac.jp/p-religion/

　編集後記
　 実践宗教学寄附講座が当初予定していた設置期間である三年
目も半ばを超えました。巻頭にも記したとおり、臨床宗教教育
ネットワークが発足し、ケアに関わる宗教者の教育と研究を行
なう機関同士につながりが出来つつあります。また、臨床宗教
師会などを通じて、現場同士の結びつきも始まっています（臨
床宗教師会はFacebookにもページを開設しました）。
　 もちろんこれらの枠組みや器があるだけでは何も進みませ
ん。現場に立つ宗教者ひとりひとりの行動が全体の流れを作っ
ていくのだと思います。今年七月には臨床宗教師研修１期生の
吉田敬一さん、宇崎大輔さんの所属する大阪の西栄寺が、宗教
法人格では初めて、訪問介護事業の認可を受けました。初めて
の入浴介護など戸惑いながら頑張っていらっしゃるようです。
　 現場の皆様の動きとも連動しつつ、寄附講座は来年度以降も
継続できるよう努力を続けています。引き続き、ご支援とご理
解をたまわりますようお願い申し上げます。（た）

東北大学実践宗教学寄附講座ニュースレター第6号
編集・発行　東北大学大学院文学研究科実践宗教学寄附講座
2014年10月1日（第1刷）
　（このニュースレターは右記ホームページからも閲覧できます。）

公益財団法人世界宗教者平和会議(WCRP)日本委員会 

日本キリスト教協議会エキュメニカル震災対策室 
財団法人東北ディアコニア
特定非営利活動法人神道国際学会
特定非営利活動法人世界開発協力機構
立正佼成会一食平和基金
一般財団法人ありがとうインターナショナル
真如苑

当講座は、全日本仏教会の「推薦団体」、日本宗教連盟の
「後援団体」として認定を受けています。
ご寄附のお申し込みにつきましては下記までお問い合わ
せください。なお、寄附金には法人税法・所得税法によ
る税制上の優遇措置があります。
　東北大学文学研究科内実践宗教学寄附講座
　　TEL: 022-795-3831(FAX兼)
　　E-mail: j-shukyo@g-mail.tohoku-university.jp


